
 

 

 

校訓「敬・愛・信」 
オープンスクール 
オープンスクールへのご参加ありがとうございました。 

１０月８日(水)には、沿道で多くの皆様の声援を受け、マラソン大会を行うことができ

ました。近年、対話することの大切さが言われます。マラソンは、自分との戦いというよ

り、自分との対話です。「体調はどうか」「ペースはこれでいいか」自分と対話しながら、

「あと少し」「もう少し」と自分を応援しながら完走をめざします。最後までねばり強くや

りきろうとする姿は尊いです。子どもたちは、声援のおかげでプラスアルファの力が発揮

できました。ありがとうございました。 

１０日(金)には、ユーユータイムを参観いただきました。昨年度から、前期課程の児童

だけでなく、後期課程の生徒がともに活動するようにしました。今回は、運動会で後期

課程の生徒が踊った学園天国のダンスを、前期課程の児童とともに踊るという児童会

生徒会の企画でした。義務教育学校ならではの微笑ましい光景です。 

ユーユータイムの後、PTA育成部のお世話で教育講演会を行いました。 

前期課程は、ボルトボルズ(松竹芸能所属のお笑いコンビ)のサイエンスショーでし

た。これは、公益財団法人 日本教育公務員弘済会 兵庫支部の教育研究助成事業を

活用させていただきました。おもしろい実験の数々で、子どもたちは興味津々でした。空

気砲の実験では、大きな煙の輪が発射され、体育館の端から端までたどり着いた時、

大歓声があがりました。世の中のさまざまな現象や不思議が、科学の力で実現できた

り証明できたりすることの楽しさに気づいた時間になりました。これをきっかけに、理科

に興味を持つようになってほしいと願っています。 

後期課程は、慶應義塾大学大学院によるワークショップでした。養父市の協力で実

現しました。インターネットの歴史、今も技術が日進月歩で発達していることを学びまし

た。いつの日か、Googleや Apple といった IT企業が古い企業だと言われるようにな

り、これからの新しい企業を作るのは、今ここにいるみんなかもしれないこと、インターネ

ットを活用すれば、都市部より養父市のような郡部の方が未来の可能性が広がること

など、生徒たちへメッセージをいただきました。すでに、養父市にいながら世界とつなが

る時代になっています。これからどのような世界になっていくのか、わくわくドキドキしま

す。講義の後は、ドローンと 3Dプリンタの実演でした。最新技術に直に触れることがで

きました。最後は、3Dプリンタで作った「やっぷー」が参加者にプレゼントされることに

なり、じゃんけん大会になりました。 
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但馬中学校新人大会の結果 
野球部・バスケットボール部とも健闘及ばず優勝したチームに敗れました。 
〈野球部〉準々決勝 関宮学園・八鹿青渓中● － ○ 和田山・梁瀬中 

〈男子バスケットボール部〉１回戦 関宮学園● － ○ 香住第一中 

〈女子バスケットボール部〉２回戦 関宮学園○ － ● 香住第一中 

                      準決勝 関宮学園● － ○ 和田山中 

                      ３位決定戦 関宮学園○ － ● 豊岡南中 第３位 県大会出場 

〈養父市剣道クラブ〉個人戦 中尾 航 ベスト８ 県大会出場 

 

体育用マットの寄贈 
このたび、体育用マットを田中政博さん、田中翔太郎さんから寄贈いただきました。ま

た、ＰＴＡからも寄贈いただきました。おもに後期課程の授業で活用させていただきま

す。ありがとうございました。 

 

学校運営協議会 
１０月２０日(月)に学校運営協議会を行いました。前期課程では、普段の授業の様

子に加え、学習発表会の準備の様子なども参観いただきました。後期課程では、７～９

年生の全校合唱を参観いただきました。「後期課程の校歌に感動した。懐かしく感じら

れた。」との感想をいただきました。 

意見交換では、「交通立番をしていると、子どもたちが大きな声であいさつをしてく

れるので気持ちよい。」などの評価いただきました。その他、７月の救急搬送事案、資源

回収、関宮小さな拠点（仮称）、学校支援ボランティアお礼の会などについて意見交換

をしました。改めて、保護者・地域の皆様のご理解とご協力で学校の教育活動が支え

られていると感じた時間になりました。 

 

福祉体験学習 
１０月２０日(月)に養父市健康福祉部の方をゲストティチャーにお招きし、８年生が

“みんなで孤立をなくせ!!超高齢社会体験ゲーム”「コミュニティコーピング」を体験し

ました。シミュレーションゲームを通じて「人とのつながりが大切であること」「例えば、

地域行事に積極的に参加することでつながりができること」「悩んでいる人の相談に

のることで孤立をなくすことができること」「相談にのることは、今の自分にもできるこ

と」などを学びました。 

「コミュニティコーピング」は、社会的孤立を解決するための大切なヒントに気付く

ことができるゲームです！（コミュニティコーピング公式ページ） 

 


